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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 58 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成２1年度 平成２６年度

人／日 平成２1年度 平成２６年度

％ 平成２1年度 平成２６年度

人／日 平成２1年度 平成２６年度

0

広場利用者数 広場を利用する人数

公設川端市場跡に予定している広場整備を行うことにより、一の坂川上流
部からの来街者の流れを中心市街地へと誘導するとともに、まちに滞在す
る時間を増加させる。河川来訪者の2割の利用を見込み、目標値とする。

0 100

接道不良敷地率
河川左岸沿いの土地のうち、河川側からの土地利用の促進が困
難な土地の割合(橋でのみ接道）

連絡道路利用者数 休日に、商店街と河川とをつなぐ道路を利用する人数

商店街と河川とをつなぐ路地を拡幅、再整備することにより、人々が商店
街と河川とを行き交い、回遊し、滞留することで、地区ににぎわいをもたら
すことを目指す。近接の区間整備の増加分を現状に加えた値を目標値と
する。

200

河川来訪者数 休日に、河川沿い道路を通行する人数

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

左岸道路の整備を行うことにより、橋による利用しかできない土地が直接
接道し、土地利用の促進が図られる土地となることを目標とする。数値は
一の坂川左岸沿いに位置する敷地の内、橋でしか利用できない敷地の割
合とする。

25

500

350

都道府県名 山口県 山口市 一の坂川周辺地区

計画期間 交付期間 26

大目標　中心市街地における河川を活かしたにぎわいの再生
　目標①河川沿いの自然環境やまちなみに配慮した修景に取り組む
　目標②路地の再生により、回遊性の向上と滞留時間の増進
　目標③老朽化した建物の建替え更新や低未利用地の利用促進

・当地区は、山口市の商業・小売業を中心とする中心商業地に位置し、北側には行政・文教施設が集積し、また、瑠璃光寺五重塔をはじめとした歴史的遺産及びホタル護岸と桜並木を有する２級河川一の坂川等、集客力に優れた資源を有しており、地区
南側のＪＲ山口駅へと続く重要な結節点である。中心を流れる２級河川一の坂川は、かつては上流と同じように自然な風情が楽しめる河川であったが、水害等に対処するため、河川改修を行った結果、三面張の味気ない河川となっている。また、北側の
区域との間を横切る県道宮野大歳線の影響もあり、北側に集まる人の流れと有機的な連携がとれず、地区内の中心商店街とのつながりがなく、魅力に欠ける空間となっている。また、中心商店街そのものにおいても、年々来街者数の減少が見られ、に
ぎわいにかげりを見せている。
・中心市街地を中心に、平成１１年に設立された地域住民による組織「山口中心市街地まちづくり推進協議会」のエリアに属し、その中でも特に協議会発足以前より失われた河川の風情を取り戻し、まちを再生しようとする活動が地域住民の手で盛んに行
われていた「一の坂川周辺地区ブロック協議会」により、河川を中心としたまちづくりについて研究・活動されている経緯がある。
・都市再生整備計画の策定については、上記のまちづくり協議会の下部組織である「一の坂川周辺地区ブロック協議会」と山口市の協働により検討・作成された「まちづくり構想」において提案された内容を反映している。
・中心市街地の活性化に関する法律に基づく基本計画を策定しており、同計画に一の坂川河川再生による都市のアメニティ軸の整備や、それに伴う防災空間の整備、また、歩行者動線の連続性の確保など、旧基本計画に位置づけられた内容が引き継
がれ、豊かで潤いのある都市景観形成を行うことによる中心市街地活性化の方向性が示されている。

河川沿いの道路景観等に関する整備を行うことにより、地区内に訪れたく
なる空間を創出し、商店街への買い物だけでなく、川そのものも目的とし
て来街する人口を増やすことを目指す。近接の区間整備の増加分を現状
に加えた値を目標値とする。

300

昨今の景気動向による中心市街地の急速な衰退に歯止めをかけ、都市経営のための経済活力の基盤確保のためには中心市街地の活性化が緊急の課題である。
・地区内にある２級河川一の坂川は三面水路となっており、自然ややすらぎを感じられる空間ではない。この資源を有効に活用し、人が訪れ滞在できる空間とすることが必要である。
・現在商店街は通過型の利用しかされておらず、川と商店街に人の流れがない。川と商店街を人々が行き交う回遊性を生み出す必要がある。
・商店街の裏側は、多くの未利用地があり、有効利用が課題である。
・郊外型の大型店舗に集客を奪われ、商店街は、通行量の減少、販売額の減少など活力が低下している。商店街へのアクセスを向上させ、誰もが安心安全に買い物を楽しめる空間とし、にぎわいを取り戻す必要がある。

コンパクトに形成された市街地の中で、多様な自然と都市機能が共存し、周辺地区との連携により、人・情報が交流する拠点となる中心市街地
・新市建設計画では、一の坂川河川再生の促進により、にぎわいを創出し、中心商店街の活性化につなげ、人・情報等の交流の拠点づくりを進めていく方針が示されている。
・新市建設計画では、魅力ある中心商業地形成を図るため、一の坂川や駅通りを軸とする歩行者・自転車交通のネットワーク形成等により、商店街の再生を促進する方針が示されている。
・中心市街地の活性化に関する法律に基づく中心市街地活性化基本計画においても、にぎわいを取り戻し、暮らしやすく、歴史文化を大切にした中心市街地を目指し、継続して中心市街地活性化に取り組んでいる。

指　　標 定　　義



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

整備方針１（河川周辺の景観等の改善）
・地区内の河川沿いは景観に配慮した整備を行うとともに、植樹帯を設け、桜並木を連続させ、人が訪れる目的の一つとなるよう整備する。な
お、河川におけるホタルの生息が可能となるよう自然環境に配慮した明るさの街灯整備をあわせて行い、河川沿いの都市景観を向上させる。
また、河川沿いの広場整備や街灯、植樹の間にベンチを設け、河川を訪れた人が滞留する空間として整備する。なお、同じく河川沿いにライト
アップ施設を整備することにより、夜間の河川周辺のライトアップを行い、空間演出を行う。

高質空間形成施設（基幹事業／植栽、街灯、電線類地中化、美装化）、河川再生事業（関連
事業、県）、地域生活基盤施設（基幹事業／(仮称)一の坂川交通交流広場、(仮称)ほたる広
場）

整備方針２（回遊性の向上）
・商店街と一の坂川をつなぐ路地を拡幅及び美装化し、河川空間と商業空間との相互連絡を図り、まちの回遊性を促進する。
・一の坂川に面した広場を整備し、一の坂川の上流から中心商店街を結ぶ拠点作りを行うことで来街者の利便増進と滞在時間を増し、賑わい
の再生とまちの回遊性を図る。
・隣接する亀山公園との連続性、一体性を創出し、中心市街地からパークロード周辺への回遊性の向上を図る。

道路事業（基幹事業／米屋町1号線・中市町3号線・中市町中河原線/自歩道中河原1号
線）、高質空間形成施設（基幹事業／美装化、ライトアップ）、地域生活基盤施設（基幹事業
／(仮称)一の坂川交通交流広場、(仮称)ほたる広場、情報板）、地域創造支援事業（提案事
業／(仮称)一の坂川交通交流広場）

道路事業（基幹事業／米屋町中市町線、米屋町１号線、中市町3号線）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
当地区では、地域住民及び商店街振興組合による山口中心市街地まちづくり推進協議会の下部組織である「一の坂川周辺地区ブロック協議会」と山口市役所が協働で、事業完了後の街の維持・管理活動、イベントの企画を継続的に行
う予定となっている。
○交付期間中の計画の管理について
交付期間中において、各種の事業を円滑に進めるため、山口中心市街地まちづくり推進協議会の下部組織である「一の坂川周辺地区ブロック協議会」と山口市が連携し、諸問題に対処する体制が整っている。

整備方針３（土地利用の促進）
・道路を整備し利便性を向上させ、沿道の建物の建て替えや店舗の張り付き等を容易にし、土地利用の促進を図る。



様式様式様式様式３３３３　　　　目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためにするためにするためにするために必要必要必要必要なななな交付対象事業等交付対象事業等交付対象事業等交付対象事業等にににに関関関関するするするする事項事項事項事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路 山口市 直 L=60m H22 H26 H22 H24 96 96 96 96

道路 山口市 直 L=75m H22 H26 H22 H24 43 43 43 43

道路 山口市 直 L=40m H22 H26 H22 H22 85 85 85 85

道路 山口市 直 L=50m H22 H26 H22 H24 51 51 51 51

道路 山口市 直 L=65m H25 H25 H25 H25 10 10 10 10

公園

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 山口市 直 3基 H26 H26 H26 H26 4 4 4 4

地域生活基盤施設 山口市 直 200㎡ H22 H26 H22 H26 18 18 18 18

地域生活基盤施設 山口市 直 2110㎡ H22 H26 H22 H26 281 281 281 281

高質空間形成施設 山口市 直 － H22 H26 H22 H26 382 382 382 382

高次都市施設 －

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 970 970 970 0 970 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
山口市 直 800㎡ H22 H26 H22 H26 225 225 225 225

山口市 直 H26 H26 H26 H26 5 5 5 5

－

－

－

合計 230 230 230 0 230 …B

合計(A+B) 1,200
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
山口県 国土交通省 L=230m ○ H17 H24 370

山口市 4300m2 ○ H20 H22 790

山口市 ○ H22 H26 5

合計 1,165

交付対象事業費 1,200 交付限度額 484.7 国費率 0.404

米屋町１号線

中市町3号線

自歩道　中河原1号線

交付期間内事業期間
細項目

米屋町中市町線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

－

－

－

情報板

－

アルビ跡地事業 アルビ跡地

交付期間内事業期間
細項目

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名

事業箇所名

－

事業評価測定調査

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

一の坂川周辺地区調査

－

－

交通利便施設の整備

中市町中河原線

（仮称）ほたる広場

（仮称）一の坂川交通交流広場

未利用地活用調査事業

河川再生事業 一の坂川

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

地域創造
支援事業

（仮称）一の坂川交通交流広場

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業



都市再生整備計画の区域

　一の坂川周辺地区（山口県山口市） 面積 58 ha 区域 白石、大殿地区の一部

河川再生事業 一の坂川 H１７～H24予定

山口市役所

山口県庁

県立美術館

山口市民会館

一の坂川周辺地区（58ha）

教育会館

県立図書館

中心商店街

Ｎ

国道９号

県道厳島早間田線
(ﾊﾟｰｸﾛｰﾄﾞ）

県道山口防府線

県道宮野大歳線

県道山口秋穂線

県道宮野上山口停車場線

一の坂川（２級河川）

県立博物館

ＪＲ山口線

ＪＲ山口駅



河川来訪者数 （人／日） 300 （２１年度） → 500 （２６年度）

連絡道路利用者数 （人／日） 200 （２１年度） → 350 （２６年度）

広場利用者数 （人／日） 0 （２１年度） → 100 （２６年度）

（人／日） （２１年度） → （２６年度）

一の坂川周辺地区（山口県山口市）　整備方針概要図 

目標 中心市街地における河川を活かしたにぎわいの再生
代表的な

指標

■基幹事業
・高質空間形成施設
路線名：上後河原道場門前一丁目線外（右岸道路）
内 容：美装化、植栽、照明施設設置、電線類地下埋設
施工延長：L=１５０ｍ

■基幹事業
・高質空間形成施設

路線名：米屋町中市町線（左岸道路）
内 容：美装化、植栽、照明施設設置、

ベンチ設置、 電線類地下埋設
施工延長：150ｍ

■基幹事業
・高質空間形成施設

路線名：米屋町1号線（道路・橋梁）
内 容：美装化
施工延長：L=100ｍ

■提案事業
・地域創造支援

(仮称)一の坂川交通交流広場
内 容：交通利便施設、待合所等

■基幹事業
・道路事業

路線名：米屋町中市町線（左岸道路）
内 容：道路築造（用地及び補償費）
施工延長：60ｍ

■基幹事業
・道路事業

路線名中市町３号線
内 容：道路築造（用地・補償・工事）
施工延長：Ｌ＝４０ｍ

■基幹事業
・道路事業

路線名：米屋町1号線
内 容：道路築造（用地及び補償費）
施工延長：75ｍ

■提案事業
・事業活用調査

■基幹事業
・地域生活基盤施設

情報板 ３ヶ所 ☆

■基幹事業
・道路事業

路線名：中市町中河原線
内 容：道路築造（補償費）
施工延長：５０ｍ

■基幹事業
・地域生活基盤施設（広場）

(仮称)一の坂川交通交流広場
内 容：広場

■基幹事業
・高質空間形成

路線名：中市町中河原線
内 容：美装化
施工延長：Ｌ＝１５０ｍ

■基幹事業
・地域生活基盤施設（広場）

名 称：（仮称）ほたる広場
用 地：200㎡

■基幹事業
・道路事業

路線名：自歩道 中河原1号線
内 容：道路築造（用地及び補償費）
施工延長：65ｍ

■基幹事業
・高質空間形成施設

路線名：自歩道 中河原1号線
内 容：美装化、植栽
施工延長：65ｍ

■基幹事業
・地域生活基盤施設（広場）
(仮称)一の坂川交通交流広場

内容：広場

○関連事業
アルビ跡地事業

○関連事業
河川再生事業（一の坂川）L=230m

○関連事業
未利用地活用調査事業


